
沖
森
卓
也
教
授

自
筆
略
譜
及
び
主
要
研
究
業
績

略

譜

﹇
誕
生
﹈

一
九
五
二
年
七
月
二
〇
日

三
重
県
上
野
市
中
町
三
〇
一
四
番
地
（
現
、
伊
賀
市
上
野
中
町
）
に
、
父

敏
彦
、
母

佐
紀
子
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
る
（
祖
父

直
三
郎
、
祖
母

き
み
）

﹇
学
歴
﹈

一
九
五
九
年
四
月

三
重
県
上
野
市
立
西
小
学
校
入
学

一
九
六
五
年
三
月

同

卒
業

一
九
六
五
年
四
月

三
重
県
上
野
市
立
桃
青
中
学
校
入
学

一
九
六
八
年
三
月

同

卒
業

一
九
六
八
年
四
月

三
重
県
立
上
野
高
等
学
校
入
学

一
九
七
一
年
三
月

同

卒
業

一
九
七
一
年
四
月

東
京
大
学
文
科
三
類
入
学

一
九
七
三
年
四
月

東
京
大
学
文
学
部
第
三
類
国
語
国
文
学
専
修
課
程
進
学
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一
九
七
五
年
三
月

同

卒
業

一
九
七
五
年
四
月

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
語
国
文
学
専
門
課
程
修
士
課
程
入
学

一
九
七
七
年
三
月

同

修
了

﹇
学
位
﹈

一
九
九
九
年
四
月
一
九
日

博
士
（
文
学

東
京
大
学

第
１
４
２
９
８
号
）

論
文
名
『
日
本
上
代
に
お
け
る
表
記
と
文
体
に
関
す
る
研
究
』

﹇
職
歴
﹈

一
九
七
七
年
四
月

東
京
大
学
文
学
部
助
手
（
一
九
七
九
年
三
月
ま
で
）

一
九
七
九
年
四
月

白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
専
任
講
師
（
一
九
八
三
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
三
年
四
月

白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授
（
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
五
年
四
月

立
教
大
学
文
学
部
助
教
授
（
一
九
九
〇
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
〇
年
四
月

立
教
大
学
文
学
部
教
授
（
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
八
年
三
月

立
教
大
学
退
職

（
非
常
勤
・
集
中
講
義
）

一
九
七
八
年
四
月

白
百
合
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
七
九
年
三
月
ま
で
）
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一
九
七
九
年
四
月

東
洋
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
二
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
一
年
四
月

実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
三
年
四
月

東
洋
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
四
年
三
月
ま
で
）

大
妻
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
四
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
四
年
四
月

聖
心
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
八
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
五
年
四
月

東
洋
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
四
年
三
月
ま
で
）

学
習
院
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
八
七
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
八
年
四
月

共
立
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
一
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
九
年
四
月

聖
心
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
三
年
三
月
ま
で
）

学
習
院
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
〇
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
〇
年
四
月

大
正
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
四
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
一
年
四
月

日
本
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
三
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
二
年
九
月

北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
派
遣
教
授
（
一
九
九
二
年
一
一
月
ま
で
）

一
九
九
五
年
四
月

成
蹊
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
）

東
洋
大
学
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
）

大
正
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
九
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
六
年
四
月

東
京
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
九
年
三
月
ま
で
）

聖
心
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
九
年
三
月
ま
で
）
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一
九
九
七
年
四
月

駿
河
台
大
学
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
九
年
四
月

一
橋
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
）

上
智
大
学
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
〇
年
四
月

成
蹊
大
学
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
）

大
正
大
学
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
一
年
九
月
ま
で
）

二
〇
〇
二
年
九
月

大
正
大
学
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
七
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
五
年
四
月

東
京
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
七
年
四
月

上
智
大
学
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
九
年
三
月

高
麗
大
学
校
人
文
大
学
非
常
勤
講
師
（
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
〇
年
四
月

国
士
舘
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
一
一
年
四
月

早
稲
田
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
（
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
二
年
四
月

熊
本
県
立
大
学
非
常
勤
講
師
（
二
〇
一
三
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
五
年
四
月

東
京
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
（
二
〇
一
五
年
八
月
ま
で
）

二
〇
一
六
年
九
月

東
京
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師
（
二
〇
一
七
年
一
月
ま
で
）

﹇
学
内
活
動
﹈

一
九
九
七
年
四
月

立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
主
任
（
一
九
九
九
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
四
年
四
月

立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
長
（
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
）
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二
〇
一
〇
年
七
月

立
教
学
院
評
議
員
（
二
〇
一
四
年
六
月
ま
で
）

二
〇
一
三
年
四
月

立
教
大
学
文
学
部
長
（
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
）

﹇
学
外
活
動
﹈

一
九
九
二
年
六
月

語
彙
・
辞
書
研
究
会
運
営
委
員

二
〇
〇
四
年
四
月

国
文
学
研
究
資
料
館
運
営
委
員
（
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
七
年
二
月

文
化
審
議
会
臨
時
委
員

国
語
分
科
会
漢
字
小
委
員
会
（
二
〇
一
一
年
二
月
）

二
〇
一
三
年
二
月

文
化
審
議
会
臨
時
委
員

国
語
分
科
会
漢
字
小
委
員
会
（
副
主
査
）（
二
〇
一
四
年
二
月
ま
で
）

二
〇
一
三
年
四
月

金
田
一
賞
選
考
委
員
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
一
四
年
二
月

文
化
審
議
会
臨
時
委
員

国
語
分
科
会
漢
字
小
委
員
会
（
主
査
）（
二
〇
一
六
年
二
月
ま
で
）

二
〇
一
六
年
二
月

文
化
審
議
会
委
員

国
語
分
科
会
国
語
課
題
小
委
員
会
（
主
査
）（
現
在
に
至
る
）

二
〇
一
八
年
四
月

日
本
語
学
会
評
議
員
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
一
八
年
六
月

語
彙
・
辞
書
研
究
会
代
表
（
現
在
に
至
る
）

﹇
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
﹈

（
国
内
）

明
治
初
期
の
日
本
語
の
中
の
時
間
―
否
定
の
過
去
形
と
推
量
形
を
中
心
に
―

一
九
九
六
年
一
二
月
一
一
日

立
教
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
立
教
大
学
）
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日
本
語
表
記
の
歩
み

一
九
九
八
年

五
月
一
二
日

昭
和
女
子
大
学

上
代
語
表
記
と
そ
の
背
景

二
〇
〇
〇
年
一
二
月

二
日

國
學
院
大
学

上
代
の
文
体
―
「
和
文
体
」
を
め
ぐ
っ
て
―

二
〇
〇
二
年
一
一
月

二
日

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
体
」）

日
本
語
の
誕
生
―
日
本
古
代
の
文
字
表
記
―

二
〇
〇
三
年

七
月
一
九
日

東
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
考
え
る
会

万
葉
歌
の
表
記
と
万
葉
仮
名

二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
二
日

さ
い
た
ま
文
学
館

現
代
生
活
と
辞
書

二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
五
日

語
彙
辞
書
研
究
会
第
３０
回
研
究
発
表
会

『
古
語
拾
遺
』
を
め
ぐ
っ
て

二
〇
〇
七
年

七
月

九
日

白
百
合
女
子
大
学

近
年
の
国
語
系
辞
書
、
そ
の
周
辺
と
動
向

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
二
日

語
彙
辞
書
研
究
会
第
４０
回
研
究
発
表
会

漢
字
で
日
本
語
を
書
き
記
す
と
い
う
こ
と

二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
三
日

三
重
県
立
上
野
高
等
学
校
同
窓
会
記
念
講
演

日
本
語
の
言
葉
は
ど
う
や
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
の
か二

〇
一
三
年

七
月
二
七
日

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
大
学

日
本
語
表
記
の
黎
明
―
文
化
の
観
点
か
ら
―

二
〇
一
六
年

一
月

九
日

関
西
外
国
語
大
学

（
国
外
）

日
本
語
の
歴
史
―
近
代
語
を
中
心
に

一
九
九
九
年

九
月
一
七
日

嶺
南
大
学
校

日
本
語
研
究
の
展
望

二
〇
〇
一
年
一
一
月
二
三
日

大
邱
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校

現
代
日
本
語
の
成
立

二
〇
〇
一
年
一
二
月

六
日

ソ
ウ
ル
女
子
大
学
校
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神
仙
思
想
と
古
代
文
学

二
〇
〇
一
年
一
二
月
二
一
日

台
湾

輔
仁
大
学

古
典
の
世
界
―
男
の
夢
・
女
の
ロ
マ
ン
―

二
〇
〇
一
年
一
二
月
二
四
日

台
湾

輔
仁
大
学

現
代
語
文
法
の
成
立

二
〇
〇
二
年

三
月
三
〇
日

韓
国
日
本
語
学
会
（
誠
心
女
子
大
学
校
）

日
本
語
学
・
日
本
文
学
の
研
究
法

二
〇
〇
二
年

六
月
二
四
日

高
麗
大
学
校

古
代
日
本
の
文
字
法

二
〇
〇
二
年

五
月
二
五
日

口
訣
学
界
研
究
会
（
ソ
ウ
ル
大
学
ビ
ル
会
議
室
）

日
本
語
の
意
味
と
辞
書
記
述

二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
三
日

ソ
ウ
ル
女
子
大
学
校

い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
を
め
ぐ
っ
て

二
〇
〇
五
年

九
月
二
三
日

韓
国
日
語
日
文
学
会
（
ソ
ウ
ル
女
子
大
学
校
）

漢
字
の
受
容
と
そ
の
後
の
日
本
語

二
〇
〇
六
年

六
月
一
七
日

韓
国
日
語
日
文
学
会
（
清
州
大
学
校
）

形
容
動
詞
に
つ
い
て

二
〇
〇
六
年

九
月
一
七
日

西
安
交
通
大
学

近
現
代
日
本
の
漢
字
政
策

二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
一
日

大
韓
日
語
日
文
学
会
（
霊
山
大
学
校
）

古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
漢
文
の
変
容

二
〇
〇
七
年

七
月

韓
日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（「
古
代
韓
日
の
言
語
と
文
字
」
ソ
ウ
ル
大
学
校
）

漢
字
の
伝
播
と
日
本
語
史

二
〇
〇
七
年

九
月
一
五
日

山
東
大
学

ナ
形
容
詞
と
ノ
形
容
詞

二
〇
〇
七
年

九
月
二
〇
日

河
南
大
学

万
葉
仮
名

二
〇
〇
八
年

二
月
一
八
日

ソ
ウ
ル
大
学
校
言
語
学
研
究
所

万
葉
歌
解
釈
の
方
法
と
実
際

二
〇
〇
八
年

二
月
二
〇
日

韓
日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（「
古
代
韓
日
の
言
語
文
化
比
較
研
究
」
ソ
ウ
ル
大
学
校
）

漢
語
の
日
本
的
展
開

二
〇
〇
八
年

九
月
二
〇
日

杭
州
財
経
大
学
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辞
書
の
意
味
記
述

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
四
日

ウ
イ
デ
ィ
ア
タ
マ
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

漢
字
と
日
本
人

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
四
日

ウ
イ
デ
ィ
ア
タ
マ
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

日
本
に
お
け
る
『
論
語
』
の
受
容

二
〇
〇
八
年
一
一
月

七
日

浸
会
大
学
（
香
港
）

現
代
日
本
語
へ
の
軌
跡

二
〇
〇
九
年

五
月
一
六
日

韓
国
日
本
語
教
育
学
会（
ソ
ウ
ル
国
際
交
流
基
金
）

助
詞
の
諸
問
題

二
〇
〇
九
年

九
月

二
日

西
南
交
通
大
学

『
古
事
記
』
の
用
字
法

二
〇
一
〇
年

九
月

五
日

山
西
大
学

連
用
修
飾
節
に
つ
い
て

二
〇
一
〇
年

九
月

七
日

山
西
師
範
大
学

助
詞
の
諸
問
題

二
〇
一
一
年

九
月
一
〇
日

黒
竜
江
大
学

現
代
語
文
法
の
成
立

二
〇
一
二
年

三
月
二
九
日

中
央
大
学
校
（
韓
国
）

日
本
語
辞
書
の
現
状
と
未
来

二
〇
一
二
年

三
月
三
〇
日

高
麗
大
学
校
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

古
代
の
漢
語

二
〇
一
二
年

九
月

六
日

広
州
外
語
外
貿
大
学

日
本
に
お
け
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
漢
字
辞
典

二
〇
一
三
年

二
月

一
日

檀
国
大
学
校（
韓
国
）第
一
九
回
辞
書
学
国
際
会
議

言
葉
と
文
化

二
〇
一
三
年

六
月

八
日

中
央
大
学
校
（
韓
国
）

現
代
語
文
法
の
成
立

二
〇
一
三
年

九
月

二
日

済
州
大
学
校

漢
字
文
化
圏
と
し
て
の
韓
国
語
と
日
本
語

二
〇
一
四
年

六
月
二
七
日

リ
ュ
ブ
リ
ア
ナ
大
学
（
ス
ロ
ベ
ニ
ア
）

高
句
麗
語
と
日
本
語

二
〇
一
四
年

八
月
三
〇
日

高
麗
大
学
校

（
イ
・
ハ
ン
ソ
ッ
プ
教
授
退
職
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

こ
と
ば
に
受
け
継
が
れ
る
心
の
文
化

二
〇
一
五
年

八
月
二
九
日

ウ
イ
デ
ィ
ア
タ
マ
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
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語
感
と
い
う
価
値

二
〇
一
五
年

九
月

一
日

ア
イ
ル
ラ
ン
ガ
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

日
本
語
と
日
本
文
化

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
〇
日

大
邱
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校

接
続
語
に
つ
い
て

二
〇
一
六
年

九
月

七
日

集
美
大
学
（
中
国
）

古
代
に
お
け
る
新
羅
と
日
本
の
文
字
表
記

二
〇
一
七
年

一
月
一
四
日

ソ
ウ
ル
女
子
大
学

仮
名
の
源
流

二
〇
一
七
年
一
一
月

七
日

中
国
人
民
大
学

日
本
語
教
育
と
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

二
〇
一
八
年

六
月
一
九
日

韓
国
日
語
日
文
学
会
（
大
邱
大
学
校
）

主
要
業
績

﹇
単
著
﹈

東
京
国
立
博
物
館
蔵
本

延
喜
式
祝
詞
総
索
引

一
九
九
五
年

一
月

汲
古
書
院

日
本
古
代
の
表
記
と
文
体

二
〇
〇
〇
年

五
月

吉
川
弘
文
館

日
本
語
の
誕
生
―
古
代
の
文
字
と
表
記
―

二
〇
〇
三
年

四
月

吉
川
弘
文
館

日
本
古
代
の
文
字
と
表
記

二
〇
〇
九
年

七
月

吉
川
弘
文
館

は
じ
め
て
読
む
日
本
語
の
歴
史
―
う
つ
り
ゆ
く
音
韻
・
文
字
・
語
彙
・
文
法
―

二
〇
一
〇
年

三
月

ベ
レ
出
版

日
本
の
漢
字
―
一
六
〇
〇
年
の
歴
史
―

二
〇
一
一
年
一
〇
月

ベ
レ
出
版

文
章
が
変
わ
る
接
続
語
の
使
い
方
文
の
論
理
は
接
続
語
で
決
ま
る
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二
〇
一
六
年
一
二
月

ベ
レ
出
版

日
本
語
全
史

二
〇
一
七
年

四
月

筑
摩
書
房
（
ち
く
ま
新
書
一
二
四
九
）

﹇
共
著
﹈

歌
経
標
式
―
注
釈
と
研
究
―

一
九
九
三
年

五
月

桜
楓
社
（
佐
藤
信
・
平
沢
竜
介
・
矢
嶋
泉
と
共
著
）

上
代
木
簡
資
料
集
成

一
九
九
四
年

二
月

お
う
ふ
う
（
佐
藤
信
と
共
著
）

藤
氏
家
伝

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝

注
釈
と
研
究

一
九
九
九
年

五
月

吉
川
弘
文
館
（
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
と
共
著
）

上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
―
注
釈
と
研
究
―

二
〇
〇
五
年

三
月

吉
川
弘
文
館
（
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
と
共
著
）

出
雲
国
風
土
記

二
〇
〇
五
年

四
月

山
川
出
版
社
（
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
と
共
著
）

播
磨
国
風
土
記

二
〇
〇
五
年
一
〇
月

山
川
出
版
社
（
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
と
共
著
）

図
解
日
本
語

二
〇
〇
六
年

九
月

三
省
堂
（
木
村
義
之
・
陳
力
衛
・
山
本
真
吾
と
共
著
）

常
陸
国
風
土
記

二
〇
〇
七
年

四
月

山
川
出
版
社
（
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
と
共
著
）

豊
後
国
風
土
記

肥
前
国
風
土
記

二
〇
〇
八
年

二
月

山
川
出
版
社
（
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
と
共
著
）

歌
経
標
式
―
影
印
と
注
釈
―

二
〇
〇
八
年
一
二
月

お
う
ふ
う
（
佐
藤
信
・
平
沢
竜
介
・
矢
嶋
泉
と
共
著
）

図
解
日
本
の
文
字

二
〇
一
一
年

五
月

三
省
堂
（
笹
原
宏
之
・
常
盤
智
子
・
山
本
真
吾
と
共
著
）

図
解
日
本
の
語
彙

二
〇
一
一
年

九
月

三
省
堂

（
木
村
義
之
・
田
中
牧
郎
・
陳
力
衛
・
前
田
直
子
と
共
著
）
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古
代
氏
文
集
―
住
吉
大
社
神
代
記
・
古
語
拾
遺
・
新
撰
亀
相
記
・
高
橋
氏
文
・
秦
氏
本
系
帳
―

二
〇
一
二
年

四
月

山
川
出
版
社
（
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
と
共
著
）

新
校
古
事
記

二
〇
一
五
年
一
一
月

お
う
ふ
う
（
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
と
共
著
）

風
土
記
―
常
陸
国
・
出
雲
国
・
播
磨
国
・
豊
後
国
・
肥
前
国
―

二
〇
一
六
年

一
月
、
山
川
出
版
社
（
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
と
共
著
）

﹇
編
著
（
単
編
）﹈

日
本
語
史

一
九
八
九
年

三
月

桜
楓
社

資
料

日
本
語
史

一
九
九
一
年

二
月

桜
楓
社

図
説

日
本
の
辞
書

二
〇
〇
八
年
一
〇
月

お
う
ふ
う

日
本
語
史
概
説

二
〇
一
〇
年

四
月

朝
倉
書
店
（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

日
本
語
概
説

二
〇
一
〇
年

四
月

朝
倉
書
店
（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

古
典
文
法
の
基
礎

二
〇
一
二
年

三
月

朝
倉
書
店
（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

語
と
語
彙

二
〇
一
二
年

四
月

朝
倉
書
店
（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

漢
文
資
料
を
読
む

二
〇
一
三
年
一
〇
月

朝
倉
書
店
（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

図
説

近
代
日
本
の
辞
書

二
〇
一
七
年

九
月

お
う
ふ
う

歴
史
言
語
学
の
射
程

二
〇
一
八
年
一
一
月

三
省
堂
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﹇
編
著
（
共
編
）﹈

日
本
語
表
現
法

一
九
九
八
年

四
月

三
省
堂
（
半
沢
幹
一
と
共
編
）

文
字
と
古
代
日
本
（
全
五
巻
）

二
〇
〇
四
年
一
二
月
〜
二
〇
〇
六
年
二
月

吉
川
弘
文
館

（
平
川
南
・
栄
原
永
遠
男
・
山
中
章
と
共
編
）

日
本
語
表
現
法

改
訂
版

二
〇
〇
七
年
一
〇
月

三
省
堂
（
半
沢
幹
一
と
共
編
）

品
詞
別
学
校
文
法
講
座
（
全
八
巻
）

二
〇
一
三
年
一
一
月
〜
二
〇
一
六
年
四
月

明
治
書
院

（
中
山
緑
朗
・
飯
田
晴
巳
（
監
修
）
山
本
真
吾
・
木
村
義
之
・
木
村
一
と
共
編
）

中
国
語
と
日
本
語

二
〇
一
四
年

五
月

朝
倉
書
店（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）（
蘇
紅
と
共
編
）

韓
国
語
と
日
本
語

二
〇
一
四
年

九
月

朝
倉
書
店（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）（
曺
喜
澈
と
共
編
）

こ
と
ば
の
借
用

二
〇
一
五
年

二
月

朝
倉
書
店（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）（
阿
久
津
智
と
共
編
）

文
章
と
文
体

二
〇
一
五
年

五
月

朝
倉
書
店（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）（
山
本
真
吾
と
共
編
）

日
本
語
の
音

二
〇
一
七
年

四
月

朝
倉
書
店（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）（
木
村
一
と
共
編
）

漢
語

二
〇
一
七
年
一
〇
月

朝
倉
書
店（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）（
肥
爪
周
二
と
共
編
）

漢
字

二
〇
一
七
年
一
〇
月

朝
倉
書
店（
日
本
語
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）（
笹
原
宏
之
と
共
編
）

﹇
共
編
（
辞
典
・
事
典
）﹈

日
本
辞
書
辞
典

一
九
九
六
年

五
月

お
う
ふ
う
（
倉
島
節
尚
・
加
藤
知
己
・
牧
野
武
則
と
共
編
）

ベ
ネ
ッ
セ
表
現
読
解
国
語
辞
典

二
〇
〇
三
年

五
月

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
中
村
幸
弘
と
共
編
）
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三
省
堂
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典

二
〇
〇
四
年

二
月

三
省
堂
（
三
省
堂
編
修
所
と
共
編
）

大
き
な
活
字
の
三
省
堂
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典

二
〇
〇
四
年

六
月

三
省
堂
（
三
省
堂
編
修
所
と
共
編
）

三
省
堂
常
用
漢
字
辞
典

二
〇
一
三
年

五
月

三
省
堂
（
三
省
堂
編
修
所
と
共
編
）

三
省
堂
五
十
音
引
き
漢
和
辞
典

第
二
版

二
〇
一
四
年
一
二
月

三
省
堂
（
三
省
堂
編
修
所
と
共
編
）

﹇
監
修
﹈

語
源

こ
と
ば
の
は
じ
め
ビ
ジ
ュ
ア
ル
事
典
こ
と
ば
に
つ
い
て
考
え
る
！
こ
と
ば
が
豊
か
に
な
る
！
（
全
六
冊
）

二
〇
一
一
年

二
月

学
研
教
育
出
版

写
真
で
読
み
解
く
語
源
大
辞
典

二
〇
一
二
年
一
二
月

あ
か
ね
書
房

﹇
分
担
執
筆
﹈

高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一

一
九
八
〇
年

二
月

東
京
大
学
出
版
会

（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編

翻
刻
・
索
引
分
担
執
筆
）

法
華
経
音
義
三
種

一
九
八
〇
年

九
月

汲
古
書
院

（
築
島
裕
編
『
古
辞
書
音
義
集
成
』
和
訓
索
引
担
当
）

孔
雀
経
音
義
（
上
）（
下
）

一
九
八
三
年

二
月

汲
古
書
院

（
築
島
裕
編
古
辞
書
音
義
集
成
』
索
引
共
同
担
当
）

高
山
寺
古
辞
書
資
料
第
二

一
九
八
三
年

二
月

東
京
大
学
出
版
会
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（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
華
厳
傅
音
義
』
掲
出
字
索
引
共
同
担
当
）

研
究
資
料
日
本
古
典
文
学

第
一
二
巻

文
法
付
辞
書

一
九
八
三
年

七
月

明
治
書
院
（「
形
容
詞
」
ほ
か
の
項
目
執
筆
）

国
語
学

一
九
八
四
年
一
〇
月

学
術
図
書
出
版
社

（
宇
野
善
方
編

第
七
章

国
語
史
・
国
語
学
史
執
筆
）

研
究
資
料
日
本
文
法

第
七
巻

助
辞
編
（
三
）
一
九
八
五
年

四
月

明
治
書
院
（「
助
詞
総
覧
１
格
助
詞
一
」
の
章
執
筆
）

高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
三

一
九
八
六
年

二
月

東
京
大
学
出
版
会

（
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編

第
六
巻
訓
読
担
当
）

『
続
日
本
紀
』（
一
）
〜
（
五
）

一
九
八
九
年
三
月
〜
九
八
年
二
月

岩
波
書
店

（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）（
訓
読
文
共
同
執
筆
）

論
文
（
表
題
の
後
に
、『
日
本
古
代
の
表
記
と
文
体
』（
二
〇
〇
〇
）
に
所
収
し
た
論
文
に
は
＊
を
、『
日
本
古
代
の
文
字
と
表
記
』（
二

〇
〇
九
）
に
所
収
し
た
論
文
に
は
＊
＊
を
付
し
た
）

﹇
雑
誌
﹈

続
日
本
紀
宣
命
の
用
字
と
文
体
＊

一
九
七
六
年

九
月
『
国
語
と
国
文
学
』
五
三
―
九

上
代
文
献
に
お
け
る
「
所
」
字
に
つ
い
て
＊
＊

一
九
七
八
年

三
月
『
国
語
と
国
文
学
』
五
五
―
三

上
代
文
献
に
お
け
る
「
有
・
在
」
字
＊
＊

一
九
七
九
年

六
月
『
国
語
と
国
文
学
』
五
六
―
六

延
久
鈔
史
記
の
訓
読
に
つ
い
て
―
助
字
を
中
心
と
し
た
訓
法
と
字
音
―
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一
九
七
九
年
一
二
月
『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
一
五

宣
命
語
と
万
葉
語

一
九
八
〇
年

三
月
『
国
文
白
百
合
』
一
一

平
安
初
期
宣
命
の
文
辞
に
つ
い
て
＊

一
九
八
〇
年

九
月
『
国
語
と
国
文
学
』
五
七
―
九

格
助
詞
ユ
、
ユ
リ
、
ヨ
、
ヨ
リ
に
つ
い
て

一
九
八
一
年

三
月
『
国
文
白
百
合
』
一
二

上
代
日
本
語
に
現
れ
た
音
変
化
に
つ
い
て

一
九
八
二
年

三
月
『
国
文
白
百
合
』
一
三

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
和
音
の
声
調

一
九
八
二
年
一
二
月
『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
一
八

古
日
本
語
の
母
音
体
系

一
九
八
三
年

三
月
『
国
文
白
百
合
』
一
四

世
尊
寺
本
『
字
鏡
』
の
仮
名
表
記
の
字
音
注

一
九
八
三
年
一
二
月
『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
一
九

万
葉
集
訓
読
考
―
人
麻
呂
歌
集
歌
四
首
―

一
九
八
四
年

三
月
『
国
文
白
百
合
』
一
五

万
葉
集
は
ど
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
た
か

一
九
八
四
年
一
一
月
『
ユ
リ
イ
カ
』
一
六
―
一
二

（
総
特
集：

日
本
語
の
伝
統
と
現
在
を
考
え
る
）

古
語
拾
遺
の
用
字

一
九
八
四
年
一
二
月
『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
二
〇

琴
歌
譜
の
音
の
高
低
に
関
す
る
符
号
に
つ
い
て

一
九
八
五
年

三
月
『
国
文
白
百
合
』
一
六

形
容
詞
の
成
立

一
九
八
五
年

三
月
『
日
本
語
学
』
四
―
三
（
特
集：

形
容
詞
・
形
容
動
詞
）

（
の
ち
に
『「
日
本
語
学
」
特
集
テ
ー
マ
別
フ
ァ
イ
ル

普
及
版
』
に
再
録
）

古
代
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
形
成

一
九
八
五
年
一
二
月
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
五
五

日
本
語
の
史
的
形
成

一
九
八
六
年

六
月
『
日
本
学
』
七
（
特
集：

日
本
語
の
文
化
誌
）

上
代
の
文
字
法
＊
＊

一
九
八
七
年

七
月
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
五
八
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く
り
か
え
し

一
九
八
七
年
一
二
月
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
五
九

万
葉
仮
名
交
り
文
の
成
立
＊

一
九
八
九
年

七
月
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
六
二

動
詞
の
用
法
―
古
典
語
の
複
合
動
詞
―

一
九
九
〇
年

一
月
『
別
冊
国
文
学

古
典
文
法
必
携
』
三
八

万
葉
仮
名
文
の
成
立
＊

一
九
九
〇
年

七
月
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
六
四

宣
命
体
の
成
立
＊

一
九
九
一
年

七
月
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
六
六

文
体
の
史
的
研
究
に
関
す
る
覚
書
＊

一
九
九
二
年
一
一
月
『
国
語
と
国
文
学
』
六
九
―
一
一

（
特
集：

平
安
時
代
語
研
究
）

古
事
記
に
お
け
る
字
順
と
用
字
＊

一
九
九
三
年
一
二
月
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
七
一

語
の
出
来
に
関
す
る
―
考
察
―
文
字
表
記
を
媒
介
と
す
る
場
合
―

一
九
九
四
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
一

平
安
初
中
期
の
母
音
体
系

一
九
九
五
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
二

上
代
語
の
オ
と
ヲ

一
九
九
六
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
三

形
容
詞
語
幹
の
分
類
―
上
代
語
を
対
象
と
し
て
―
一
九
九
七
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
四

現
代
の
辞
書
で
調
べ
る

一
九
九
七
年
一
一
月
『
日
本
語
学
』
一
六
―
一
二

（
特
集：

言
葉
を
調
べ
る
―
現
代
辞
書
で
調
べ
る
―
）

語
頭
の
濁
音
化

一
九
九
八
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
五

意
味
分
化
と
ア
ク
セ
ン
ト
―
動
詞
ア
ク
セ
ン
ト
の
式
の
交
代
を
中
心
に
―

一
九
九
九
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
六
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い
ろ
は
引
き
・
五
十
音
引
き
辞
典
の
系
譜

二
〇
〇
〇
年

二
月
『
し
に
か
』
一
一
―
三

（
特
集：

日
本
の
辞
書
の
歩
み
―
―
最
古
の
辞
書
か
ら
『
言
海
』
ま
で
―
）

万
葉
集
訓
読
覚
書
（
一
）
―
ニ
ア
リ
と
ナ
リ
―

二
〇
〇
〇
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
七

「
時
間
」
と
の
闘
い

二
〇
〇
〇
年

五
月
『
言
語
』
二
九
―
五

（
特
集：

辞
書
を
め
ぐ
る
七
つ
の
闘
い
―
辞
書
戦
争
の
内
と
外
―
）

人
麻
呂
歌
集
と
そ
の
後
の
上
代
表
記
＊
＊

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
『
国
語
と
国
文
学
』
七
七
―
一
一

（
特
集：

《
文
化
資
源
》
と
し
て
の
国
文
学
）

万
葉
集
訓
読
覚
書
（
二
）
―
二
三
七
七
・
二
四
二
五
・
二
四
五
九
番
歌
―

二
〇
〇
一
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
八

国
語
辞
書
の
成
立
と
近
世
ま
で
の
展
開

二
〇
〇
一
年

四
月
『
悠
久
』
八
五
（
特
集：

辞
書
）

円
仁
著
『
在
唐
記
』
の
音
韻
記
述
を
め
ぐ
っ
て

二
〇
〇
二
年

八
月
『
島
嶼
文
化
』
二
〇

訓
仮
名
用
法
の
分
類

二
〇
〇
二
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
九

古
代
日
本
の
文
字
法

二
〇
〇
二
年

八
月
『
口
訣
研
究
』
九

現
代
語
文
法
の
成
立

二
〇
〇
二
年

九
月
『
日
本
語
学
研
究
』（
韓
国
日
本
語
学
会
）
六

古
代
韓
半
島
金
石
文
訓
読
稿
―
日
本
上
代
の
漢
字
文
研
究
の
た
め
に
―

二
〇
〇
三
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
一
〇

鉄
剣
銘
・
木
簡
―
漢
字
渡
来
の
風
景
―
＊
＊

二
〇
〇
三
年
一
二
月
『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
八
―
一
四

（
特
集：

古
代
の
環
境
―
文
字
・
こ
と
ば
・
景
観
）
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万
葉
歌
の
表
記
と
万
葉
仮
名

二
〇
〇
四
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
一
一

訓
仮
名
の
成
立
＊
＊

二
〇
〇
四
年

八
月
『
言
語
』
三
三
―
八

（
特
集：

言
語
に
と
っ
て
文
字
と
は
何
か
）

日
本
語
学
・
日
本
文
学
の
研
究
法

二
〇
〇
五
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
一
二

播
磨
国
風
土
記
の
音
韻
と
表
記
＊
＊

二
〇
〇
六
年

三
月
『
国
文
学
踏
査
』（
大
正
大
学
）
一
五

い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
を
め
ぐ
っ
て

二
〇
〇
六
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
一
三

梅
を
愛
で
る

二
〇
〇
七
年

一
月
『
日
本
語
学
』
二
六
―
一
（
特
集：

花
を
愛
で
る
）

漢
字
の
受
容
と
そ
の
後
の
日
本
語

二
〇
〇
七
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
一
四

古
代
の
地
名
表
記
―
上
代
撰
述
風
土
記
を
中
心
に
―
＊
＊

二
〇
〇
七
年
一
一
月
『
国
学
院
雑
誌
』
一
〇
八
―
一
一

（
特
集：

日
本
語
学
の
諸
問
題
）

近
現
代
日
本
の
漢
字
政
策

二
〇
〇
八
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
一
五

古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
漢
文
の
変
容
＊
＊

二
〇
〇
八
年

四
月
『
口
訣
研
究
』
第
二
〇
輯

漢
字
と
日
本
人

二
〇
〇
九
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
一
六

日
本
の
国
語
辞
典

二
〇
〇
九
年
一
二
月
『
中
国
二
一
』（
愛
知
大
学
））
三
二

（
特
集：

辞
書
の
ゆ
く
え
）

万
葉
歌
解
釈
の
方
法
と
実
際

二
一
〇
〇
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
一
七

改
訂
さ
れ
る
音
訓

二
〇
一
〇
年

八
月
『
日
本
語
学
』
二
九
―
一
〇
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（
特
集
・
新
し
く
な
る
「
常
用
漢
字
表
」
と
は
）

漢
和
辞
典
と
現
代
生
活

二
〇
一
一
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
一
八

『
古
事
記
』
に
お
け
る
音
仮
名
ホ
・
ボ

二
〇
一
二
年

二
月
『
国
語
と
国
文
学
』
八
九
―
二

記
号
と
文
字

二
〇
一
二
年

二
月
『
日
本
語
学
』
三
〇
―
二

八
、
九
世
紀
の
漢
語

二
〇
一
二
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
一
九

漢
字
で
日
本
語
を
書
き
表
す
と
い
う
こ
と

二
〇
一
三
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
二
〇

草
仮
名
と
ひ
ら
が
な

二
〇
一
三
年
一
〇
月
『
日
本
語
学
』
三
一
―
一
一

（
特
集：

「
ひ
ら
が
な
」
を
問
い
直
す
）

言
葉
と
文
化

二
〇
一
四
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
二
一

同
訓
異
字
と
は

二
〇
一
四
年

八
月
『
日
本
語
学
』
三
三
―
一
〇
（
特
集：

異
字
同
訓
と
は
）

上
代
の
辞
書
―
『
新
字
』
は
存
在
し
た
か

二
〇
一
五
年

一
月
『
悠
久
』
一
三
九

風
土
記
の
古
代
史
―
風
土
記
と
地
名
―

二
〇
一
五
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
二
二

キ
リ
シ
タ
ン
と
日
本
語

二
〇
一
五
年
一
一
月
『
悠
久
』
一
四
三（

特
集：

外
国
人
が
作
っ
た
日
本
語
辞
書
）

日
本
語
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
き
た
か

二
〇
一
六
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
二
三

漢
字
と
手
書
き

二
〇
一
六
年
一
一
月
『
日
本
語
学
』
三
五
―
一
二

（
特
集：

手
書
き
の
字
形
を
考
え
る
）

表
現
読
解
と
国
語
辞
典

二
〇
一
七
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
二
四
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漢
字
文
化
圏
と
し
て
の
韓
国
語
と
日
本
語

二
〇
一
八
年

三
月
『
立
教
大
学
日
本
語
研
究
』
二
五

こ
と
ば
の
時
代
区
分
と
は
何
か

二
〇
一
八
年
一
二
月
『
日
本
語
学
』
三
七
―
一
三

（
特
集：

日
本
語
史
の
時
代
区
分
）

﹇
論
文
集
・
叢
書
な
ど
﹈

続
日
本
紀
宣
命
の
表
記
と
文
体
―
称
徳
期
に
つ
い
て
―
＊

一
九
七
七
年

九
月
『
松
村
明
教
授
還
暦
記
念

国
語
学
と
国
語
史
』
明
治
書
院

高
山
寺
蔵
式
の
訓
法
―
助
字
を
中
心
と
し
て
―

一
九
八
〇
年

二
月
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一
』
東
京
大
学
出
版
会

孔
雀
経
音
義
に
つ
い
て

一
九
八
〇
年
一
二
月
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会

世
尊
寺
本
字
鏡
の
漢
字
音
に
つ
い
て

一
九
八
六
年

三
月
『
築
島
裕
還
暦
記
念

国
語
学
論
集
』
明
治
書
院

上
代
文
献
に
お
け
る
否
定
詞
の
用
字
＊
＊

一
九
八
六
年
一
〇
月
『
松
村
明
教
授
古
稀
記
念

国
語
研
究
論
集
』（
明
治
書
院
）

ナ
リ
活
用
と
タ
リ
活
用

一
九
八
七
年

四
月
『
国
文
法
講
座
』
第
二
巻

明
治
書
院

万
葉
仮
名
と
文
章
文
体
＊

一
九
八
九
年
一
一
月
『
万
葉
集
研
究
』
一
七
（
塙
書
房
）

日
本
語
は
い
か
に
し
て
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
か

一
九
九
一
年

一
月
『
争
点

日
本
の
歴
史
』
第
三
巻

新
人
物
往
来
社

風
土
記
の
文
体
に
つ
い
て
＊

一
九
九
二
年

三
月
『
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念

国
語
学
論
集
』
汲
古
書
院

万
葉
集
の
表
記

一
九
九
二
年

九
月
『
和
歌
文
法
講
座
』
第
二
巻

勉
誠
社

音
訓
交
用
に
つ
い
て
＊

一
九
九
三
年

九
月
『
松
村
明
先
生
喜
寿
記
念

国
語
論
集
』
明
治
書
院

続
日
本
紀
の
述
作
と
表
記

一
九
九
五
年

六
月
『
続
日
本
紀
』（
四
）
岩
波
書
店
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延
喜
式
祝
詞
の
表
現
と
そ
の
形
成
＊

一
九
九
五
年
一
〇
月
『
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念

国
語
学
論
集
』
汲
古
書
院

万
葉
集
に
お
け
る
動
詞
活
用
語
尾
の
表
記
＊

一
九
九
六
年

六
月
『
山
口
明
穂
教
授
還
暦
記
念

国
語
学
論
集
』
明
治
書
院

和
文
体
の
成
立
＊

一
九
九
八
年

二
月
『
東
京
大
学
国
語
研
究
室
創
立
百
周
年
記
念
国
語
研
究
論
集
』

汲
古
書
院

子
音
韻
尾
の
音
仮
名
に
つ
い
て
＊
＊

二
〇
〇
〇
年

六
月
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
二
三

人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
の
表
記
の
特
性
＊
＊

二
〇
〇
一
年

六
月
『
書
く
こ
と
の
文
学
』
笠
間
書
院

尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
古
事
記
』
の
訓
読

二
〇
〇
三
年

二
月
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
三
〇

八
木
書
店

漢
字
の
受
容
＊
＊

二
〇
〇
五
年

三
月
『
朝
倉
漢
字
講
座
』
第
一
巻
朝
倉
書
店

出
雲
国
風
土
記
の
音
韻
と
表
記
＊
＊

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
『
築
島
裕
博
士
傘
寿
記
念

国
語
論
集
』
汲
古
書
院

漢
文
の
受
容
と
訓
読
＊
＊

二
〇
〇
六
年

一
月
『
文
字
と
古
代
日
本
』
第
五
巻

吉
川
弘
文
館

万
葉
仮
名
＊
＊

二
〇
〇
六
年

一
月
『
文
字
と
古
代
日
本
』
第
五
巻

吉
川
弘
文
館

国
語
辞
典
の
意
味
記
述
―
語
釈
の
示
し
方
を
中
心
に
―

二
〇
〇
六
年

四
月
『
日
本
辞
書
学
の
構
築
』
お
う
ふ
う

尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
類
聚
三
代
格
』
の
訓
点

二
〇
〇
六
年

八
月
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
三
九

八
木
書
店

尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
日
本
霊
異
記
』
の
訓
点

二
〇
〇
七
年

三
月
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
四
〇

八
木
書
店

尊
経
閣
文
庫
所
蔵『
日
本
往
生
極
楽
記
』の
訓
点

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
四
一

八
木
書
店

文
字
―
仮
名
の
発
現
―

二
〇
〇
八
年

八
月
『
古
典
と
歴
史
二

万
葉
集
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館

文
字
法
と
用
字
法

二
〇
一
一
年

三
月
『
言
語
変
化
の
分
析
と
理
論
』
お
う
ふ
う
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津
田
左
右
吉
と
国
語
学

二
〇
一
一
年
一
〇
月
『
資
料
と
し
て
の「
日
本
書
紀
」津
田
左
右
吉
を
読
み
な
お
す
』

勉
誠
出
版

上
代
の
用
字
法

二
〇
一
三
年

六
月
『
日
本
語
学
・
日
本
語
教
育
六
日
本
語
史
』
Ｊ
＆
Ｃ
出
版
社

日
本
に
お
け
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
漢
字
辞
典

二
〇
一
五
年

二
月
『
東
ア
ジ
ア
漢
字
辞
典
』
檀
国
大
学
校
出
版
部

万
葉
集
の
「
令
」
字

二
〇
一
五
年

三
月
『
日
本
語
史
の
研
究
と
資
料
』
明
治
書
院

い
わ
ゆ
る
「
母
音
交
代
」
を
め
ぐ
っ
て

二
〇
一
八
年
一
一
月
『
歴
史
言
語
学
の
射
程
』
三
省
堂

口
頭
発
表

上
代
文
献
に
お
け
る
「
所
」
に
つ
い
て
―
万
葉
集
・
続
紀
宣
命
を
中
心
と
し
て
―

一
九
七
七
年
一
〇
月

国
語
学
会

心
空
の
法
華
経
音
義
に
関
す
る
著
作
を
め
ぐ
って

一
九
八
四
年

五
月

訓
点
語
学
会

国
語
辞
典
を
引
く
の
は
ど
の
よ
う
な
時
か

一
九
九
四
年
一
一
月

語
彙
・
辞
書
研
究
会

そ
の
他

﹇
辞
書
」

日
本
大
百
科
全
書

一
九
八
四
年
一
一
月

小
学
館
（「
上
代
特
殊
仮
名
遣
」
ほ
か
の
項
目
執
筆
）

学
研

古
語
辞
典

一
九
八
六
年

八
月

学
習
研
究
社
（
編
集
委
員
）

岩
波

漢
語
辞
典

一
九
八
七
年
一
一
月

岩
波
書
店
（
編
集
委
員
）

― 26 ―



大
辞
林

一
九
八
八
年
一
一
月

三
省
堂
（
編
集
委
員
）

集
英
社
国
語
辞
典

一
九
九
三
年

二
月

集
英
社
（
編
集
協
力
）

暮
ら
し
の
こ
と
ば
語
源
辞
典

一
九
九
八
年

五
月

講
談
社
（
項
目
執
筆
）

日
本
古
典
籍
書
誌
学
事
典

一
九
九
九
年

三
月

岩
波
書
店
（
項
目
執
筆
）

新
小
辞
林

第
五
版

一
九
九
九
年

八
月

三
省
堂
（
編
集
委
員
）

訓
点
語
辞
典

二
〇
〇
一
年

八
月

東
京
堂
書
店
（
項
目
執
筆
）

角
川
全
訳
古
語
辞
典

二
〇
〇
二
年
一
〇
月

角
川
書
店
（
編
集
委
員
）

歴
史
学
事
典

第
一
五
巻

二
〇
〇
八
年

六
月

弘
文
堂
（「
日
本
語
」
の
項
目
執
筆
）

現
古
辞
典

二
〇
一
二
年

三
月

河
出
書
房
新
社
（
項
目
執
筆
）

日
本
語
学
大
事
典

二
〇
一
四
年
一
一
月

朝
倉
書
店
（「
漢
字
文
化
圏
」
ほ
か
の
項
目
執
筆
）

日
本
語
学
大
辞
典

二
〇
一
八
年
一
〇
月

東
京
堂
出
版
（「
漢
字
」
ほ
か
の
項
目
執
筆
）

﹇
学
界
展
望
﹈

国
語
学
（
古
代
語
）

一
九
八
〇
年
一
〇
月
『
文
学
語
学
』
八
八
（
特
集：

昭
和
五
四
年
度
国
語
国
文
学
界
の
展
望
）

音
韻
（
史
的
研
究
）

一
九
八
八
年

八
月
『
国
語
学
』
一
五
三
（
特
集：

昭
和
六
一
・
六
二
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望
）

国
語
学
（
古
代
語
）

一
九
八
九
年

三
月
『
文
学
語
学
』
一
二
〇
（
特
集：

昭
和
六
二
年
度
国
語
国
文
学
界
の
展
望
）

古
代
語（
音
韻
・
文
字
・
表
記
）一
九
九
五
年

三
月
『
文
学
語
学
』
一
四
六
（
特
集：

平
成
五
年
度
国
語
国
文
学
界
の
展
望
）
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﹇
書
評
・
紹
介
﹈

〈
紹
介
〉
山
口
佳
紀
著
『
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』

一
九
八
五
年

五
月
『
言
語
』
一
四
―
五

〈
書
評
と
紹
介
〉
森
博
達
著
『
古
代
の
音
韻
と
日
本
書
紀
の
成
立
』

一
九
九
二
年

九
月
『
日
本
歴
史
』
五
三
二

〈
新
刊
紹
介
〉
平
川
南
著
『
古
代
日
本
の
文
字
世
界
』

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
『
解
釈
と
鑑
賞
』
六
五
―
一
一

〈
書
評
〉
井
手
至
著
『
遊
文
録

国
語
学
篇
』『
遊
文
録
国
語
史
篇
一
・
二
』

二
〇
〇
一
年

九
月
『
国
語
学
』
五
二
―
三

〈
書
評
と
紹
介
〉
乾
善
彦
著
『
漢
字
に
よ
る
日
本
語
書
記
の
史
的
研
究
』

二
〇
〇
四
年

三
月
『
日
本
歴
史
』
六
七
〇

〈
書
評
と
紹
介
〉
桑
原
浩
子
著
『
正
倉
院
文
書
の
国
語
学
的
研
究
』

二
〇
〇
七
年

二
月
『
日
本
歴
史
』
七
〇
六

〈
書
評
〉
小
谷
博
泰
著
『
木
簡
・
金
石
文
と
記
紀
の
研
究
』

二
〇
〇
八
年

七
月
『
日
本
語
の
研
究
』
四
―
三

﹇
単
行
本
﹈

新
編

国
語
の
文
法

一
九
八
二
年

四
月

明
治
書
院
（
分
担
執
筆
）

新
編

国
語
の
文
法

指
導
参
考
書

一
九
八
二
年

四
月

明
治
書
院
（
分
担
執
筆
）

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
の
概
要

一
九
八
六
年

三
月

京
都
府
教
育
委
員
会
（「
恵
果
碑
文
」
ほ
か
の
項
目
執
筆
）

高
山
寺
善
本
図
録

一
九
八
八
年
一
二
月

東
京
大
学
出
版
会

（「
宋
版
宝
蔵
和
尚
伝
」
ほ
か
の
項
目
執
筆
）

日
本
語
教
師
読
本
シ
リ
ー
ズ
二
〇

第
五
回
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
直
前
対
策

一
九
九
一
年
一
〇
月

ア
ル
ク
（「
日
本
語
史
・
日
本
語
学
史
」
の
項
目
執
筆
）

国
語
指
導
書

一
九
九
九
年

三
月

三
省
堂
（
執
筆
協
力
）
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そ
の
時
歴
史
が
動
い
た

三

二
〇
〇
〇
年
一
二
月

Ｋ
Ｔ
Ｃ
中
央
出
版
（「
日
本
書
紀
」
ほ
か
の
項
目
執
筆
）

新
版
色
道
大
鏡

二
〇
〇
六
年

七
月

八
木
書
店
（
索
引
共
編
）

﹇
雑
誌
そ
の
他
﹈

日
本
語
の
文
字

一
九
八
六
年
一
〇
月
『
立
教
』
一
一
九

縦
書
き
・
横
書
き

一
九
九
〇
年
一
一
月
『
三
省
堂
ぶ
っ
く
れ
っ
と
』
八

古
代
語
の
世
界

近
代
語
の
世
界

一
九
九
二
年

五
月
『
立
教
』
一
四
一

古
典
語
の
参
考
文
献

一
九
九
四
年

五
月
『
日
本
語
学
』
臨
時
増
刊
号
「
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
」

明
治
書
院

〈
こ
と
ば
の
研
究
会
自
己
紹
介
〉
語
彙
・
辞
書
研
究
会一

九
九
五
年

四
月
『
日
本
語
学
』
一
四
―
四

展
示
批
評
「
仮
名
」
と
テ
ー
マ
づ
け
る
意
味

一
九
九
六
年
一
一
月
『
歴
博
』
七
九

上
代
の
人
名
は
ど
の
よ
う
に
呼
ん
だ
ら
よ
い
の
か

一
九
九
七
年

七
月
『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
二
―
八

（
古
代
文
学
の
常
識
Ｑ
＆
Ａ
）

〈
座
談
会
〉
こ
と
ば
を
文
字
で
考
え
る

二
〇
〇
一
年

四
月
『
悠
久
』
八
五
（
特
集：

辞
書
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

二
〇
〇
一
年

九
月
『
大
学
教
育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

（
立
教
大
学
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営
セ
ン
タ
ー
編
）（
エ
ッ
セ
ー

Ｔ
Ａ
制
度
の
利
用
―
―
全
カ
リ
講
義
授
業
の
場
合
）

万
葉
歌
の
表
記
と
万
葉
仮
名

二
〇
〇
三
年

九
月

企
画
展
図
録
『
万
葉
漫
遊
〜
埼
玉
万
葉
文
学
史
〜
』
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さ
い
た
ま
文
学
館

古
音
雑
感

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
月
報
九
九

岩
波
書
店

史
料
・
文
献
紹
介
『
和
名
類
聚
抄
』

二
〇
一
〇
年

六
月
『
歴
史
と
地
理
』
六
三
五
・『
日
本
史
の
研
究
』
二
二
八

山
川
出
版
社

漢
字
と
日
本
語
・
日
本
語
教
育

二
〇
一
一
年

三
月
『
大
衆
文
化
』
六

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
バ
ー
ド
Ｈ
Ｄ
「
あ
な
た
の
日
本
語
大
丈
夫
？
」

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
日
一
五：

〇
〇
か
ら
一
五：

三
〇
（
解
説
ゲ
ス
ト
出
演
）

漢
字
を
手
放
さ
な
か
っ
た
日
本
語
（
前
編
）（
後
編
）〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

二
〇
一
四
年

超
漢
字
マ
ガ
ジ
ン

（w
w
w
.chokanji.com

/m
agazine/interview

/16/

）

（w
w
w
.chokanji.com

/m
agazine/interview

/17/3.htm
l

）

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
バ
ー
ド
Ｈ
Ｄ
「
あ
な
た
の
日
本
語
大
丈
夫
？
」

二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
三
日
一
五：

〇
〇
か
ら
一
五：

三
〇（
解
説
ゲ
ス
ト
出
演
）

対
談
（
円
満
寺
二
郎
氏
と
）

二
〇
一
六
年

二
月
『
文
化
通
信
』

「
漢
字
と
私
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

二
〇
一
六
年
一
二
月

パ
ズ
ル
メ
イ
ト
『
学
習

メ
イ
ト
』
八

日
本
書
紀
の
語
法
―
和
習
―

二
〇
一
八
年

四
月
『
日
本
書
紀
の
誕
生
―
編
集
と
受
容
の
歴
史
―
』
八
木
書
店

字
体
・
字
形
に
つ
い
て
思
う
こ
と

二
〇
一
八
年

三
月
『
桐
墨
』
第
九
号

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
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